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講 演 録 
 
 【日  時】平成 24年 10月 23日(火) 14：00 ～ 17：00  









(公財)室蘭テクノセンター 理事長 栗林 和徳 氏 
【講演】 
演題Ⅰ：「エネルギーを巡る現状と再生可能エネルギーの利用拡大に向けて」 
北海道経済産業局資源エネルギー環境部エネルギー対策課 課長 多田 好克 氏 
  演題Ⅱ：「継続的な節電／省エネを“かしこく”進めるための着眼点」 
    (一財)省エネルギーセンター省エネ人材育成本部育成事業部 課長 鈴木 伸隆 氏 
 演題Ⅲ：「企業における技術革新と省エネルギー活動 
 ～省エネ技術開発事例と省エネ診断活用事例～」 
(公財)室蘭テクノセンター 総括アドバイザー 安澤 典男 氏 




理事長 栗林 和徳 氏 
 
















まして，コスト増が 1 日当たり 7 億円， 1 日 7 億円北電
さんのコストが上がっている，これは北海道民が電気を使
っていないというのはいない，赤ちゃんから子どもまで，
550万人で割れば， 1 日 130円余計に電気代を払っている














































































































































































































して出てきましたが，2030年までに 3000億 kWh，3 倍にし
ましょうと言う話なんですが，水力を除くと，8倍にしか


















出力が 591 万 KW，世帯で 100 万世帯．北海道はどうなって
いるかと言うと，2010年度の発電電力量です，この中で再
生可能エネルギーは 14.9％．よく見ると水力が 13.5％，残



























































































































































年 11月 1日から 30 日が申請受付期間になっているので，
先程言ったように，原単位が 5.6以上，それと年間の使用































































































































































































































































































態への対応ですね．昨年の 6 月 15日に，環境マネジメン
トシステムのような感じですね．ISO14001が環境マネジメ
ントシステムだとすると，ISO50001 はエネルギーマネジメ











































































































































































































（主要 9都市の月平均気温の図）2007 年と 2008年の例え
ば，7月の札幌の平均気温を比較しようと，7月の札幌の






























































































































































































































































































































 ～省エネ技術開発事例と省エネ診断活用事例～」  
(公財)室蘭テクノセンター 




































































































































































































































































































































































































































ます．平均の生産量から見ますと，約 5 のところから 2.5
のところくらいまで落ちているのがわかると思います．続
きまして A 重油の使用量ですが，診断前が青の線で，今現
在は水色の線で並行になっていますが，約 10％削減されて
いるような状況になっています．事務所で使っている暖房
用の灯油でございますが，対策前と対策後で年々少しずつ
減っているのがわかるかと思います．省エネ対策の成果と
して，デマンドの関係ですが，契約電力が 90KWから 73KW
に現在なっております．契約電力は当初は電気料の半分く
らいが基本料金になっていましたので，これはだいぶ大き
く削減しております．電気使用量も月平均生産量 2,000Kg
の時，対策前より現在は 2.3kwh/kg に減っております．A
重油も，先程申しましたように，10％の減少．灯油使用料
も対策前より1,150リットル減少と大幅に減らすことがで
きました．下に金額が書いてあるグラフがございます．売
上も落ちておりますが，少しずつ上がっている状況でござ
います．重油は前期冬場の生産が多かったために，若干上
がっておりますが，電気量，灯油はまだ減った状態で維持
できています．省エネ対策初年度でエネルギーコストが，
約 290万円減りました．暖房機とかボイラーとか買ったも
のは十分に償却できております．290 万と申しますと，私
どもの会社の売上に換算しますと，約 7000万円相当にな
るのかなと，そういうことを考えますと，非常に大きな削
減を行ったなと思っております．それとあわせて重油換算
で，約 35kl/年減少しております．CO2換算だと約 100トン
/年減少．我々中小企業ですと，重油換算とか CO2換算とか
はなかなか耳慣れない言葉でございまして，こういうこと
をやっていると，省エネに全社でやっているのだという意
識づけができたのかなと感じております．あと電気の使い
方ですとか，ストーブの使い方とか，そういったところの
意識がだいぶ変わってきているかなと思います．重油ボイ
ラーの運転では，作業担当者が工場の温度を監視して，自
分たちで止め，そろそろ仕事が終わるので 30分前には止
めようじゃないかと，自主的にやっております．また，少
人数作業のときは，ジェットヒーターなどを使ってスポッ
ト暖房を自分たちで工夫して使うなど，そういうことをや
っています．灯油ストーブの関係では，冬季水回りの凍結
がございますので，そこのところだけは最低温度の設定で
カバーして，何度だったら大丈夫だろうとか，そういった
ところを話し合いながら決めてやっています．同業他社と
の比較ができたということ．全国平均がだいたいエネルギ
ーコストが，4％くらいなのですが，私どもはだいたい
2.3％くらいで，それから少しずつ減っているということ
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で，非常にいい傾向があるようです．現在の状況と今後と
いうことで，ただいま，安全活動と 5S 活動と供に省エネ
活動を追加してやっております．省エネ担当者を選任しま
して，事務所担当，工場担当ということで毎月 2回，状況
報告しみんなで意見しあうというような形で行っており
ます．また，提案を受け付けて効果がみられたものに対し
ては表彰などを行っております．低燃費ハイブリッド車両
を 2台導入して，今後自動車燃料にも着眼したいと思って
います．また，今年の夏，北電さんから 20％削減というこ
との話がありまして，社内で会議を開きましてうちの会社
でも何かできるのではないかということで，そういえば自
動販売機はどうだということで，話し合って，あまり売上
が多くない自動販売機1台をメーカーさんと話し合って撤
去しました．また他の 2 台についても，メーカーさんと話
しましてヒートポンプ式に入れ替えるように指示してお
ります．数字的にはまだ押えていないのですが，そういっ
た活動もしております．あと照明の LED 化を各メーカーさ
んに問い合わせて，今現在の提案では 5 年で償却すること
をいただいておりますが，私ども中小企業は，できれば 3
年くらいで償却できるようであれば，すぐに実施したいと
考えております．後，冬場の事務所温度，湿度管理を見直
して行こうと話し合っています．最後に，お客様にも省エ
ネにつながる設備導入して，今回は今まで使っていた熱交
換機の 4分の 1くらいの大きさの熱交換機に交換していた
だくというようなことで提案をさせていただいています．
最後は安澤先生のほうから，省エネというものについても
PACDをきちんとやることによって，ますますエネルギー管
理がしっかり出来ますと指導していただいています．以上，
雑な説明で申し訳ございませんが，省エネ活動でたいへん
良い会社になると思っていますので，本当にありがたく思
っております．ご静聴ありがとうございました． 
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